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アキレス腱断裂通路低侵襲吻合機（微跟通） 

2018.2.28 
 

１．アキレス腱断裂の危険 
  近年、野外で運動する⼈の増加、運動時における保護措置の不適によって、アキレ
ス腱断裂の発⽣率が上昇しつつある。処理が不⼗分であれば、我々の⽇常⽣活と運動機
能に⼤きく影響する。現在中国国内では伝統的開放式⼿術を主として治療しているが、
⼤きな合併症を起こすリスクが⾼い、例えば切⼝の感染、癒着、⽪膚の壊死、アキレス
腱の露出、再断裂、アキレス腱の⽋損、ふくらはぎ神経損傷などを起こし、再⼿術にな
りやすく、運動機能の回復が思わしくないなど厳しい結果をもたらしている。 
 
２．伝統的⼿術とアキレス腱断裂通路低侵襲吻合術との⽐較 
  「よく⾒られるアキレス腱断裂縫合⼿術術式⽐較表」を参照。 

 

3．伝統的⼿術の合併症 
伝統的開放式⼿術は、各種アキレス腱断裂治療後、合併症が起こりやすく、重⼤な

結果をもたらしている。 
 

４．アキレス腱断裂通路低侵襲吻合術の誕⽣ 
  アキレス腱断裂の各種伝統的な治療⽅法の中に存在していた合併症の⾼⽌まりなど
の多くの難題を徹底的に解決するために、中国⼈⺠解放軍総合病院（北京三〇⼀病院）
の唐佩福教授と陳華副教授は⻑年にわたる研究及び実践を経て、2015 年 5 ⽉全世界を
リードする専⽤⼿術器機―アキレス腱断裂通路低侵襲吻合機（微跟通）の研究開発に成
功した。 
  河北愛能⽣物科技股份有限公司はこの器機の技術を転換し、直接臨床⼿術での使⽤
が可能となった。この器機の臨床試験での応⽤はアキレス腱断裂治療技術のレベルを全
⾯的に向上させ、⼿術時間の短縮、⼿術損傷の減少、患者の苦痛の軽減、⼿術難易度の
低下、⼿術後合併症の発⽣の防⽌が実現でき、患者の術後の運動機能、回復の効果を⼤
きく⾼めた。 
  ここ数年、アキレス腱断裂通路低侵襲吻合術は中国⼈⺠解放軍総合病院（北京三〇
⼀病院）の急性アキレス腱断裂の標準的術式となっている。現在中国全国で既に 60 以
上の三級病院はこの術式を応⽤、300 例以上の患者を治療し、術後合併症が⾒られてい
ない。運動機能、回復状況はその他の術式より顕著に優れている。そこで、この術式は
臨床での活⽤は必ず⼤いに普及し、各種閉塞性アキレス腱断裂の治療の標準的術式にな
る可能性が極めて⾼い。 
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５．アキレス腱断裂通路低侵襲吻合機の展⽰ 
 

 
 

⼩分け 編号 名称 
固定ガイド袋 ① 本体 

② 本体の連結棒 
補佐⼿術器具袋 ③ シンブル 

④ 縫合針中⼼、偏⼼ガイドブッシュ 
⑤ ガイドラインブッシュ 
⑥ 踵⾻ガイドプッシュ 
⑦ 切断機 
⑧ 穿孔針 

縫合針⽷袋 ⑨ ⽷付き針（2 つ針タイプ） 
⑩ ⽷付き針（1 つ針タイプ） 
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アキレス腱 

アキレス腱鞘 

６．アキレス腱断裂通路低侵襲吻合機の操作⽅法 
 
 

 
 
 

ふくらはぎ神経 

層ごとを切開け、断裂し
たアキレス腱の端を引き
出す 

固定機をアキレス腱に挿
⼊する 

ふ く ら は ぎ 神 経 を 剥 離
し、アキレス腱鞘を切開
し 、 ガ イ ド ブ ッ シ ュ
をねじ込み、通路を
作る 

⽷ 付 き 針 （ 2 つ 針 タ イ
プ ） を 通 し て 、 改 良
Bunnell 縫合で断裂した
アキレス腱の近端を掴む

固定機を引っ張り出し、
⽷を切⼝から引き出す 

改良 Bunnell 縫合法は
図の通り 

固定機を挿⼊し、アキレ
ス腱の断裂の遠端を掴む 

⽷を平⾏に結んで、層ご
とに縫合する 


